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前田（2003）によると、東京都予防医学協会が
30年以上にわたって、鉄欠乏の起こりやすい思春
期を対象に実施した貧血検診の結果から、貧血者
は増加しているが、貧血検診受診者数は減少して
いること1）が報告されており、貧血検診を施行し
ていない学校では、さらに多くの生徒が貧血に陥
っている可能性が危惧されるとしている。

これらは高校生の貧血者の割合に学校間差異が
生じている可能性があることを示唆している。高
校生の生活習慣についての実態調査はこれまで数
多く行われているが、学校間の比較について報告
した研究は、小澤ら（2012）の報告した研究2）以
外見当たらず、不明な部分が多い。また、高校生
の貧血者の割合を学校間で比較した研究において
も小澤ほか（2011）の報告した研究3）以外見当た
らず、Hb値に学校間差異が生じているか否か、
あるいはその実態については不明な部分が多い。
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Abstract
The purpose of this study was to investigate the correlation between lifestyle and anemia on the high school students.The 

subjects of the analysis ware 1,990 （1,256 males, 734 females) high school students.
The survey was conducted in 2011-2012.The main results were as follows;
1) 17.6% male and 29.1% female were anemia. Anemia personsʼ percentage had a difference in schools.
2) The reason which the difference has produced in the hemoglobin level in school was not prooved clearly.
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そこで本研究では、高校生の生活習慣と血中ヘ
モグロビン値（以下、Hb値）の調査からそれら
の実態を明らかにし、学校間差異が生じている場
合にはその要因を明らかにすることを研究の目的
とした。しかし、調査対象である高校生は義務教
育を終えているため、学校によって教育方針やカ
リキュラムの違いが存在し、異なる生活習慣を有
していることが考えられる。また、私立校と国公
立校では家庭の経済状況に差異があることが考え
られるため、学校間の差異が生じている要因を明
らかにすることは難しいことが推察される。そこ
で本研究では、調査対象として、学校創立者の教
育方針が統一され、家庭の経済力が似通っている
と考えられる私立大学付属高校生を対象に生活習
慣調査・ Hb値測定を行い、実態を明らかにする
とともに、学校間の差異が生じている場合にはそ
の要因を明らかにすることとした。

1．調査対象・期間
調査対象は T大学付属高校 3校（表 1）の 1

年生～ 3年生であり、調査期間は2011年 4月から
2012年 4月であった。分析対象者数は質問紙調査

が 1～ 3年生男子1,256人、女子734人の計1,990

人、Hb値測定が 1 ～ 3 年生男子1,086人、女子
598人の計1,684人である。

2．調査方法
1）生活習慣調査
質問紙の内容については①「 1日の生活につい

て」、②「テレビや携帯電話などの使用時間につ
いて」、③「あなたの健康や家族について」、④
「体験活動について」、⑤「体育や運動、学校生活
について」など、全48項目とした。
2）血中ヘモグロビン値測定

Hb値測定には、SYSMEX社製の末梢血管モニ
タリング装置 ASTRIM SU（以下、ASTRIM SU）
を使用した。上記の装置は近赤外線を照射し、血
管中の血液動態から Hb値を推定することから、
採血を必要としないことが最大の特徴である。ま
た、再現性の高さや採血法との相関が強いことが
報告されている4）。測定は 2回以上行い、近似し
た値を測定値として採用した。なお、Hb値によ
る貧血傾向の評価には世界保健機構5）が示してい
る値、男子13.0g/dl、女子12.0g/dlを基準値とし
て用いた。今回の測定では室温の統制は行ってい
ない。ただし、測定者の手が冷たい場合は先行研
究により、Hb値の値が低くでることが報告され
ている4）ため、手が冷たい場合にはお湯の入った
袋状の枕を使用し、手を温めてから測定を行っ
た。
本研究では、倫理上の配慮として東海大学「人

を対象とする研究」に関する倫理委員会の承認を
得て調査を実施した。
3）研究内容
本研究は、主に以下の 4つの点から分析、検討

を行った。
①男女別にみた T大学付属高校生の Hb値の基礎
統計量の把握

②男女別にみた T大学付属高校生の Hb値の学校
間比較

③生活習慣調査と Hb値測定を行った 3校の男女
別因子分析による因子の抽出

Ⅱ．方　　法

生活習慣調査
学校名 男子 女子 合計

Ａ校（長野県） 436 315 751

Ｂ校（福岡県） 421 175 596

Ｃ校（山形県） 399 244 643

合　　計 1,256 734 1,990

Hb 値測定
学校名 男子 女子 合計

Ａ校（長野県） 296 202 498

Ｂ校（福岡県） 410 169 579

Ｃ校（山形県） 380 227 607

合　　計 1,086 598 1,684

（名）

表 ₁ 　 調査対象校の内訳
Table 1  The number of total subjects in 3 high schools
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④Hb値と各因子の因果関係の検証
4）分析方法
質問紙による生活習慣調査では回収した質問紙
を OCRソフトの Dyna Eye（富士通）を使用し
て読み取りを行い、読み取りミスを目視によって
確認し、修正を行った。データの入力と整理、及
び基本統計量の算出には Microsoft社の Excel 

2003を、統計処理パッケージには IBM社の
SPSS19.0 及び Amos19.0 ver2.0を用い、統計的有
意水準は危険率 5％未満とした。

Hb値の解析は、対象者における Hb値の実態
について検討するために、度数分布表を作成し、
分布状況を確認した。分布状況を確認した後、平
均値±標準偏差を算出した。また、性差と学校間
差を確認するために、性別要因、学校間要因を考
慮した繰り返しのない二要因の分散分析を行っ
た。基準値以上・未満の割合の性別・学校別の分
析にあたっては、χ2検定を用いた。また、Hb値
を従属変数、生活習慣調査の因子分析により抽出
された 6因子を独立変数とし、阿部ら（2010）の
モデル6）を参考にした共分散構造分析を行い、
Hb値と生活習慣の因果関係を検証した。

1．質問紙による生活習慣調査の各項目における
因子分析の結果
生活習慣調査と Hb値測定を行った、A校、B

校、G校の 1～ 2年生を対象に男女別の因子分析
を行った。欠損値を除いた男子の人数は620名、
女子は371名であった。因子数は最尤法を用いて
初期解を求め、スクリープロット基準により 6因
子と判断し、プロマックス回転による探索的因子
分析を行った。因子負荷量が0.3に満たなかった
項目を除き、同手法で再分析を行い、男子は表
2、女子は表 3の通りの結果が得られた。

2．Hb値測定
1）Hb値の度数分布について

Ⅲ．結　　果

男子の Hb値の度数分布をみると、正規分布を
しているが、ヒストグラムが右に偏っていること
から、男子の分析対象者は基準値以上の者が多い
傾向を示した。また、最も度数が多かったのは
「14～14.9g/dl」であった。女子の Hb値の度数分
布をみると、正規分布をしており、ヒストグラム
が男子より左に偏っていることから、全体的に女
子の Hb値は男子より低い傾向を示した。また、
最も度数が多かったのは「13～13.9g/dl」であっ
た（図 1）。

2）Hb値の男女別学校間比較
T大学付属高校生の Hb値に学校間差異が生じ

ているかを検証するために、男女別に基準値以
上・未満の割合を比較したところ、男女ともに基
準値以上の者の割合は A校が最も多く、基準値
未満の者は、男女ともに B校が最も多い結果で
あった（表 4）。また、 3校の Hb値の平均値に
対して、二要因の分散分析を行ったところ、交互
作用が認められ、男子の方が女子よりも平均値が
高く、学校間においては男女ともに A校の平均
値が最も高く、T大学付属高校生の Hb値には学
校間差異がみられた（表 5、表 6）。
3）共分散構造分析の結果
因子分析によって抽出された 6因子を独立変

数、Hb値を従属変数として、男女別に共分散構
造分析を行ったところ、どの因子も Hb値へ高い
パス係数を示さなかった（図 2、図 3）。

図 ₁ 　 ヘモグロビン値の分布
Fig 1  Distribution of hemogurobin value
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項目 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 第 5 因子 第 6 因子 共通性
第 1 因子：体育・運動意欲因子（α=.85）
体を動かすことが好きですか 0.950 -0.008 0.015 0.077 -0.013 0.166 0.898

友達と運動するのが好きですか 0.930 -0.036 0.025 0.157 -0.023 0.155 0.889

体育が好きですか 0.881 0.060 -0.080 -0.121 0.081 -0.172 0.843

体育で全力を出せますか 0.599 0.048 0.107 -0.097 0.035 -0.184 0.527

第 2 因子：体育授業以外の運動因子（α=.90）
1 週間あたりの運動・スポーツ頻度 -0.015 1.010 0.038 -0.044 0.002 0.018 0.995

1 ヶ月あたりの土日の運動・スポーツ頻度 0.028 0.978 -0.005 -0.111 -0.004 -0.039 0.925

部活動所属状況 0.053 0.851 -0.035 0.105 -0.008 0.155 0.849

第 3 因子：生活充実度因子（α=.88）
学校生活は充実していますか -0.026 0.021 1.031 -0.087 -0.066 0.119 0.831

学校生活は楽しいですか 0.018 -0.040 0.928 -0.008 -0.071 -0.005 0.816

毎日が楽しいですか 0.005 0.044 0.823 0.071 -0.054 -0.070 0.788

第 4 因子：不定愁訴因子（α=.69）
頭が痛い 0.080 -0.105 -0.102 0.864 -0.093 0.020 0.600

おなかが痛い -0.014 0.090 0.007 0.655 -0.019 0.026 0.448

保健室によく行く -0.032 0.124 -0.136 0.501 -0.002 -0.101 0.269

いらいらする -0.013 -0.037 0.164 0.394 -0.006 -0.042 0.252

いまの体調 -0.142 0.010 0.135 0.338 0.176 -0.380 0.515

いつも元気だ 0.088 -0.086 0.157 0.331 0.205 -0.371 0.637

第 5 因子：朝と夜の生活因子（α=.66）
1 週間あたりの朝食喫食状況 0.070 -0.016 -0.156 0.072 0.822 0.022 0.663

家庭における朝食の準備状況 -0.041 -0.024 -0.044 -0.174 0.770 0.051 0.484

朝食喫食状況及び朝食の品数 0.014 0.057 0.086 0.036 0.597 0.359 0.511

就床時刻 -0.100 0.102 0.082 0.021 0.320 0.011 0.143

第 6 因子：ニューメディア因子（α=.47）
1 日あたりのテレビの視聴時間 0.077 0.075 0.109 0.009 0.132 0.498 0.252

1 日あたりの携帯電話の使用時間 -0.009 -0.199 0.056 0.003 0.206 0.303 0.126

因子寄与 3.0 2.8 2.8 1.9 1.9 0.9

因子寄与率（%） 13.5 12.8 12.6 8.8 8.6 4.2

累積寄与率（%） 13.5 26.3 38.9 47.7 56.3 60.5

因子間相関
体育・運動意欲因子 1.00 0.57 0.45 0.30 0.30 -0.22

体育授業以外の運動因子 0.57 1.00 0.19 0.30 0.32 0.03

生活充実度因子 0.45 0.19 1.00 0.51 0.39 -0.46

不定愁訴因子 0.30 0.30 0.51 1.00 0.41 -0.37

朝と夜の生活因子 0.30 0.32 0.39 0.41 1.00 -0.09

ニューメディア因子 -0.22 0.03 -0.46 -0.37 -0.09 1.00

表 ₂ 　 因子分析の結果と因子間相関（男子）
Table 2  The result of factor analysis (male)
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項目 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 第 5 因子 第 6 因子 共通性
第 1 因子：生活充実度因子（α=.92）
学校生活は楽しいですか 0.936 0.050 -0.034 0.062 -0.042 0.091 0.974

毎日が楽しいですか 0.881 0.032 -0.093 0.129 0.029 -0.038 0.922

学校生活は充実していますか 0.870 -0.062 0.069 0.087 0.033 0.011 0.844

第 2 因子：体育・運動意欲因子（α=.78）
体育が好きですか -0.017 0.991 0.052 -0.142 0.051 0.015 0.932

体を動かすことが好きですか 0.071 0.778 0.177 -0.047 -0.037 -0.055 0.767

体育で全力を出せますか 0.108 0.635 -0.047 0.088 -0.063 0.139 0.549

運動できないことが恥ずかしいですか -0.184 0.582 -0.166 0.253 0.039 -0.005 0.363

第 3 因子：体育授業以外の運動因（α=.86）
1 週間あたりの運動・スポーツ頻度 0.037 0.030 0.994 0.058 -0.053 -0.083 0.995

1 ヶ月あたりの土日の運動・スポーツ頻度 -0.132 0.098 0.905 0.109 -0.080 0.050 0.897

部活動所属状況 0.044 0.006 0.676 -0.051 0.182 0.099 0.596

第 4 因子：不定愁訴因子（α=.70）
いまの体調 0.003 -0.133 0.079 0.787 -0.067 0.088 0.552

頭が痛い -0.103 -0.088 -0.009 0.667 0.040 0.000 0.364

いつも元気だ 0.281 0.073 0.085 0.635 -0.055 -0.055 0.740

おなかが痛い 0.036 0.015 0.013 0.483 0.019 0.149 0.313

いらいらする 0.141 -0.094 -0.020 0.463 0.060 -0.173 0.301

第 5 因子：食事因子（α=.50）
家庭における朝食の準備状況 0.071 0.020 -0.178 -0.135 0.743 0.110 0.500

朝食喫食状況及び朝食の品数 -0.064 0.000 0.085 0.023 0.702 0.109 0.538

夕食喫食状況及び夕食の品数 -0.056 0.031 0.075 0.016 0.461 -0.145 0.239

昼食喫食状況及び昼食の品数 0.007 0.024 -0.052 0.100 0.428 -0.090 0.233

第 6 因子：睡眠・ニューメディア因子（α=.49）
就床時刻 -0.014 0.036 -0.063 0.170 0.045 0.550 0.348

起床時刻 0.117 0.022 0.013 -0.129 0.150 0.510 0.298

1 日あたりのテレビの視聴時間 0.057 -0.005 0.017 -0.095 0.013 0.404 0.167

1 日あたりの携帯電話の使用時間 -0.150 -0.182 -0.034 0.217 0.019 0.309 0.152

因子寄与 2.6 2.4 2.4 2.2 1.5 1.0

因子寄与率（%） 11.5 10.5 10.5 9.5 6.7 4.3

累積寄与率（%） 11.5 22.0 32.5 42.0 48.7 53.0

因子間相関
生活充実度因子 1.00 0.50 0.26 0.54 0.25 0.05

体育・運動意欲因子 0.50 1.00 0.46 0.44 0.18 0.14

体育授業以外の運動因子 0.26 0.46 1.00 0.16 0.19 0.32

不定愁訴因子 0.54 0.44 0.16 1.00 0.40 0.12

食事因子 0.25 0.18 0.19 0.40 1.00 0.04

睡眠・ニューメディア因子 0.05 0.14 0.32 0.12 0.04 1.00

表 ₃ 　 因子分析の結果と因子間相関（女子）
Table 3  The result of factor analysis (female)
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T大学付属高校生の Hb値に学校間差異が生じ
ているか否かを検証するために、男女別に基準値
以上・未満の割合を比較したところ、男女ともに
基準値以上の者の割合は A校が最も多く、基準
値未満の者は、男女ともに B校が最も多い結果
であった。また、 3校の Hb値の平均値に対し
て、二要因の分散分析を行ったところ、交互作用
が認められ、男子の方が女子よりも平均値が高
く、学校間においては男女ともに A校の平均値
が最も高く、T大学付属高校生の Hb値には学校
間差異が生じていることが明らかとなった。今回
の調査対象である T大学付属高校は私立大学付
属高校であるが、 3校とも異なる地域にあること
から学校間差異は地域差であることも考えられ
る。これまでに、体力の都道府県別比較7, 8, 9）や、

Ⅳ．考　　察
生活習慣の地域別比較10, 11, 12）が行われており、都
道府県や地域によって差異が生じていることが明
らかになっている。今後は同じ地域の高校の Hb

値の学校間差異の実態について調査を行う必要が
あると考えられる。

T大学付属高校生において Hb値に学校間差異
が生じていたことから、Hb値と生活習慣の関係
性を検証するために、因子分析によって抽出され
た 6因子を独立変数、Hb値を従属変数として、
男女別に共分散構造分析を行ったところ、男女と
もに各因子との関係は認められず、T大学付属高
校生の Hb値に学校間差異が生じている要因を明
らかにすることができなかった。しかし、黒田ら
（2006）によって欠食がない学生は欠食がある学
生よりもヘモグロビン値が高い13）ことが報告さ
れており、宗田ら（2012）は、中・高校生の Hb

値と生活習慣の関連について、長睡眠群に対して
短睡眠時間群、運動群に比べて長運動群、緑黄色

学校 n

Hb 値の基準値以上・未満（男子）
n

Hb 値の基準値以上・未満（女子）
基準値
以上

基準値
未満 χ2値 基準値

以上
基準値
未満 χ2値

A 296 95.3  4.7

97.30

**

202 92.6  7.4

89.74

**

B 410 68.3 31.7 169 47.9 52.1

C 380 87.6 12.4 227 68.7 31.3

全体 1,086 82.4 17.6 598 70.9 29.1

**p<0.01

表 ₄ 　 学校別における Hb 値が基準値以上・未満の者の割合（％）
Table 4  Rate of students exceeded standard value on hemoglobin in 3 high schools (male & female)

Ａ校 Ｂ校 Ｃ校 合計

男子
n 296 410 380 1,086

mean 15.17BG
13.57AG

14.41AB
14.30W

SD 1.20 1.80 1.53 1.69

女子
n 202 169 227 598

mean 13.86BG
11.62AG

12.81AB
12.83M

SD 1.29 2.00 1.72 1.89

合計
n 498 579 607 1,684

mean 14.64BG
13.00AG

13.81AB
13.78

SD 1.40 2.06 1.78 1.90

A：Ａ校との有意差　B：Ｂ校との有意差　G：Ｇ校との有意差　M：男子との有意差　W：女子との有意差

表 ₅ 　 Hb 値における性別・学校別の平均値と標準偏差
Table 5  Hemoglobin value of students among 3 high schools (male & female)
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高校生の血中ヘモグロビン値に学校間差異が生じている要因の検討

野菜を毎日摂取する群に対してほとんど摂取しな
い群は貧血になるオッズ比が高い14）ことを報告
している。また、高久（1984）によって食生活や
過激な運動が貧血の原因の一つになる15）こと、
小澤ほか（2012）によって高校生の Hb値と生活
習慣の関連性が示唆されている3）ことからも、生
活習慣とヘモグロビン値が関係していないとは結
論付けし難い。先行研究において阿部ほか
（2010）は、ヘモグロビン値と生活習慣調査の因
果関係を明らかにすることができなかった理由と

して、生活習慣同士の要因も相互に影響している
ことが原因5）と述べている。このことからも、
Hb値には複数のファクターが影響を与えてお
り、共分散構造分析を用いて、生活習慣と Hb値
の因果関係を導くことは困難であることが推察さ
れた。今後の課題は、質問項目の各変数を独立変
数、Hb値を従属変数として、決定木分析や数量
化Ⅰ類の分析手法を用いて生活習慣と Hb値の関
係を検証することが挙げられる。また、今回の測
定で用いた ASTRIM SUの測定に誤差が生じてい

図 ₂ 　 血中ヘモグロビン値，不定愁訴と体育・運動意欲，体育授業以外の運動，生活充実度，朝と夜の生活， 
ニューメディアとの因果関係（男子）

Fig 2  The result of covariance structure analysis (male)

図 ₃ 　 血中ヘモグロビン値，不定愁訴と体育・運動意欲，体育授業以外の運動，生活充実度，食事， 
睡眠・ニューメディアとの因果関係（女子）

Fig 3  The result of covariance structure analysis (female)
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る可能性も考えられる。その理由として、
ASTRIM SUの性能に関して報告しているデータ
は全て SYSMEX社の自社調査4）によるものであ
るため、採血法との相関や日内変動、日差変動が
生じているか等について検証を行う必要があると
考えられる。

本研究は、T大学付属高校生を対象に Hb値と
生活習慣の実態を調査し、高校生の Hb値に学校
間差異が生じている要因を明らかにすることを目
的として行った。その結果、T大学付属高校 3校
において、Hb値に学校間差異が生じていること
を明らかにすることはできたが、Hb値と生活習
慣の因果関係を突き止めることができず、学校間
差異が生じている要因を明らかにすることはでき
なかった。しかし、Hb値と生活習慣に関係があ
ると報告している研究は数多くあり、Hb値と生
活習慣に因果関係がないとは結論付け難く、今回
の調査で使用した質問紙から Hb値との因果関係
を見出すことは不可能であると結論付けた。
今後の課題として 3点が挙げられる。 1点目は
今回の調査対象である T大学付属高校は、同じ
教育方針の私立大学付属高校であるが、異なった
地域に学校があることから、学校間差異は地域差
であることが考えられるため、学校間差異の現状
を明らかにするためには、同じ地域の高校の調査
が必要であること。 2点目は質問項目の各変数を
独立変数、Hb値を従属変数として、決定木分析
や数量化Ⅰ類の分析方法を用いて生活習慣と Hb

値の関係を検証すること。 3点目は ASTRIM SU

の性能に関して採血法との相関や日内変動、日差
変動が生じているか等について検証を行うことが
挙げられる。

本研究は、2010～2012年度科学研究費補助金基
盤研究（C）「高校生のアクティブライフ構築に

Ⅴ．結　　語

関する調査研究」（研究代表者：小澤治夫）の一
環として実施したものである。本研究の実施に際
し、多大なるご協力をいただいた付属学校の皆様
に深く感謝致します。
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